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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
妹：お兄ちゃん、おもちゃの車、使っていい？兄：ふーちゃんは、まだ小さいから、遊ぶのは危ないから駄目だよ。ナレーション：それでも妹のふーちゃんは、お兄ちゃんのおもちゃの車で遊び始めました。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
妹：ぎゃー。痛い！痛い！ナレーション：ゲームをしていたお兄ちゃんはびっくりして顔をあげました。ふーちゃんがおもちゃの車で指を切っています。指から血が少し出てきました。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ナレーション：お兄ちゃんは慌ててティッシュを持ってきて指を押さえています。ふーちゃんの泣き声に驚いたお母さんも飛んできました。【ワークあり（音声データは一旦停止）】



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【ワーク実施後開始】（→を押す）兄：ふーちゃんが、おもちゃの車で遊んでいたら、突然泣き出したんだ。指から血がでていてびっくりしたよ。ぼく、ティッシュで押さえたんだよ。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ナレーション：お母さんはふーちゃんに絆創膏を貼っています。母：痛かったね。もう大丈夫。すぐに治るよ。お兄ちゃん、ちゃんと手当してくれたのね。ありがとう。ナレーション：お兄ちゃんは、おもちゃの車をじっと見ています。兄：お母さん、ここだよ、このすき間にある大きなトゲで指を切ったんだ。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
母：このおもちゃの車のすき間にトゲに触れないようにビニールテープ貼っておくね。兄：うん。でも、これ不良品だよ。もうこれでは遊ばない。母：そうね。ふーちゃんも不良品で遊んじゃ駄目。それに、お兄ちゃんのおもちゃには、小さいふーちゃんには、危険なものもあるの。だから、お母さんやお兄ちゃんが駄目と言ったら遊んじゃ駄目よ。妹：うん。兄：他にも怪我をした子はいないのかな？妹：その子も痛かったかなあ・・・。母：よく気が付いたわね。そうね。他にも怪我をした子がいるかもしれないわね。兄：こんなトゲがなければいいのに・・母：そうね。兄：今度これを買ったお店に行ったときに、教えてあげようよ！母：そうね、そうしましょう。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ナレーション：おもちゃを買ったお店に着きました。お兄ちゃんは車のおもちゃを店員さんに見せました。兄：おじさん、あのね。このおもちゃの車の裏、ここのすき間の所に大きなトゲがあるでしょう。このトゲでふーちゃんが指を切って怪我をしたんだ。他にも切る人がいるかもしれないし、このトゲをなくしてください。店員：怪我はもう大丈夫かな？妹：うん、大丈夫。店員：おもちゃを作った会社の人に言っておくね。教えてくれてありがとう。
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